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A propagation of detonation wave shows particularly interesting phenomena, since the detona-

tion wave is constituted from a three-dimensional shock wave system accompanied with a reaction 

front. Thus, the passage of a detonation wave draws cellular patterns on a soot-covered plate. 

Pressure and temperature behind the detonation wave are extremely high and have a potential to 

cause serious damages around it. Therefore, it is necessary from safety engineering point of view to 

quench the detonation wave with short distance from the origin. In this study, experiments applied 
high-speed schlieren photography are conducted to investigate behaviors of the detonation wave 

diffracting from two pieces of slits. The detonation wave produced in a stoichiometric mixture of 

hydrogen and oxygen is propagated through the slits and behaviors behind slit-plate are experimen-

tally investigated. As a result, when the detonation wave diffracted from the slits, a shock wave is 

decoupled with a reaction front. Since two shock waves progagated from the slits interact each other 

at centre behind the plate, the detonation wave is re-initiated by generating a hot-spot enough to 

cause local explosion. It is also clarified that the shock wave reflected from a tube-wall induces 

detonation re-initiation.
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1.　は じ め に

可燃性予混合気 中を伝 ぱするデ トネーシ ョン波は前

方に衝撃波を伴 い,衝 撃波に よ り未燃気体 の温度 を自

己着火温度以上 に高 めなが ら伝ぱする(1)(2).デ トネー

シ ョン波が通過す ると温度 が上昇 する とともに,圧 力

は初期圧の数十倍 の値 に上 昇するため,安 全工学上 の

見地か らデ トネー シ ョン波 の伝 ぱ機構 に関する研究が

進め られ てきた.デ トネー シ ョン波面を構成す る衝撃

波は入射衝撃波,反 射衝撃波お よびマ ッハ軸衝撃波か

ら成 り,こ れ ら三衝撃波が一点で交差 した三重点 を有

する とともにセル構造を伴って伝ぱする(1)(3).したがっ

て,デ トネー ション波の伝ぱを阻止す るには,波 面の

セル構造を崩す必要 がある(4).著 者 らは,こ れ までデ

トネー ション管 内に狭 い流路 を設けた板(ス リッ ト板

と称 した)を 挿入 し,ス リットか らデ トネー ション波を

回折 させ て消炎 させ る ことを試み た(4).デ トネー シ ョ

ン波を臨界管直径以 下のス リッ トか ら無限 に拡が る空

間 に回折 させれ ば,デ トネー シ ョン波 は自己維持で き

ず衝撃波 と反応面に分離 するこ とになる(5)～(7).しか し

なが ら,燃 焼波 と分離 した衝撃波 が管壁 で反射す るこ

とによ り,デ トネーシ ョン波が再開始す る ことが知 ら

れてい る(7)(8).最近、著者 らは衝撃波が管壁 で反射 し

た場合や衝撃波 どうしの干渉に よってデ トネー シ ョン

波が再 開始す る現象 を明 らかに してい るが(9),こ の現

象 は極め て短 時間かつ微細領域で生 じるため,そ の機

序 につ いて十分明 らかにされて いない.

本研究 では,デ トネー シ ョン管 内に2個 の流路を設

けたスリッ ト板 を挿入 し、ス リッ トか ら回折 するデ ト

ネー ション波 の挙動 について実験的に調べ た.具 体的
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には,ス リッ ト板の形状お よび供試気体の初期圧 を変

化 させ て実験 を行 い,デ トネー シ ョン波が再 開始す る

過程 について可視化観察 を行 った ので報 告す る.

2.実 験装置および方法

実験装 置については,前 報(4)にその詳細を述べ たの

で本論 では省 略す る.図1に デ トネー シ ョン管 内に

挿 入 したス リット板 の概 略を示す.ま た,表1に 製作

したス リット板 の諸元 を示す.ス リッ ト板 の大 きさは

50×50mm,厚 さ10mmで 一定 とし,ス リッ トの幅

wを3,5,8mm,ス リッ トの問隔xを2,5,10mmと

変化させ,計9通 りの組合わせでス リッ ト板を製作 し

た.ス リット板 下流 におけるすす膜模様を採取 し,デ

トネーシ ョン波の消炎お よび再 開始現象 につ いて調べ

た.す す膜模様は,予 め灯油を燃す ことに より生 じる

すすを塗布 したアル ミニ ウム製 の板 をデ トネーシ ョン

管内 に挿入 して得 られ る.ス リッ ト板下流 にお ける流

れ場 の可視化観 察に はシュ リー レン光学系 を用い た.

光源 に はメ タル ハライ ドライ ト(住 田光 学 ガラス社

製,LS-M350,350W)を 用いた.高 速シュ リー レン映

像 の撮影 には高速度 ビデオ カメラ(島 津製 作所社製,

HYPER Vision, HPV-1)を 用い,コ マ間隔1μs,各 コ

マの露光時間500nsの 条件 で100コ マ撮 影 した.駆 動

管お よび被 駆動管 には量論 の酸素一水素予 混合気 を充

填 し,初 期圧P0を10～100kPaの 範囲で変化 させ た.

なお,駆 動管 内で生成 されたデ トネー ション波 は,ス

リッ ト板 の取付 け位 置に到達す るまで に定常 デ トネー

シ ョン波に遷移 する ことを確認 してあ る.

3.　実 験 結 果

3・1　回折衝撃 波 の干渉 によ る再 開始過 程 図2

にス リット板 背後においてデ トネー シ ョン波 が再 開始

する過程 を捉 えたシュリー レン写真(コ マ間隔:1μs)

を示す.写 真の上部 には幅w=8mm,間 隔x=10mm

のス リッ ト板の下端部分を示す.供 試気体の初期圧 は

p0=40kPaで あるか らChapman-Jouguet(以 下C-J

と略す)デ トネー シ ョン波のセルサイズは λ～y4.1mm

とな り(10)、w/λ～－2.0の 条件である.ま た、図3は 図2

の1コ マ 目に示 した中心軸(y軸)方 向の先頭波面伝 ぱ

速度Vと デ トネー ション波がス リッ トか ら回折 してか

らの経過 時間tの 関係 を示す.図 には供試気体 に対す

るC-Jデ トネー シ ョン波の伝ぱ速度VCJ=2.79kms-l

を点線 で示 す.

図2の2コ マ 目以降 では,2個 のス リッ トか ら回折

して伝ぱする衝撃波ISが 捉 えられ てい る.回 折直後の

衝撃波の伝 ぱ速度 は,図3に 示 した速度変化 よ りC-J

速度を超 える.こ れ は,後 述す る図4の 圧 力波形にお

い て明 らかなよ うにデ トネーシ ョン波の一部が ス リッ

ト板 で反射 し高 圧 とな り,高 圧 によって伝 ぱ速度を増

した衝撃波 が回折す るため と考 えられ る.回 折を開始

したデ トネーシ ョン波の伝ぱ速度 は時 間経過 とともに

減少 してお り,t～－7μsに おいてV～1.7kms-1に 減

衰す る.こ れは,ス リッ ト角部 か ら生 じた膨張波がデ

トネー シ ョン波に追従す るため である.一 方,こ の膨

張 波はデ トネーシ ョン波を構成す る反応面 の温度 も減

少 させる.し たがって,衝 撃 波面か ら反応が開始 され

るまでの反応誘導距離が大 き くな り,衝 撃波 と一体 化

して伝ぱ した反応面の伝 ぱ速度が低下す るため,図2

の6コ マ目以降 において回折衝撃波ISと 反応面RFが

分離 して伝 ぱす る.ス リッ トか ら回折 して伝 ぱす る2

つの衝撃波 は5コ マ 目以 降において中心軸上で干渉す

る.衝 撃波 どうしが干渉 した中心軸上では温度が高 く

な るため,7コ マ 目における中心軸上 で局所爆発 が生

じる.こ の局所爆発 によって既燃気体 は急速に膨張す

るため楕 円形 の衝 撃波ESを 生 じる様子が観察 される.

さらに,局 所爆発 によって生 じた衝撃波の伝ぱ速度 は

高 く,先 行す る回折衝撃波ISよ りも先行 して伝 ぱす る

様子 が11コ マ 目以降で観察される.局 所爆発 によって

生 じた衝撃波背後に反応面が追従 しデ トネーシ ョン波

の再開始有無につい てシュリー レン写真 のみか ら判断

する ことは困難 である.し か しなが ら,15コ マ 目以降

Fig. 1 Schematic diagram of slit—plate inserted at 

observation section of detonation tube.

Table 1 Configuration of slit—plate.
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において伝ぱす る波面上 には乱れが観察され回折衝撃

波面 とは異な る様相 を呈 する こと,図3に 示す 中心軸

上の速度 変化ではt=10μsに おいて波面 の伝ぱ速度

が著 しく上昇 し,C-J速 度を超 えるVmａx～-3.0kms-1

に まで達す るこ と,お よび後述す るすす膜模様 の観察

結果(す す膜模様か らデ トネー シ ョン波 が再開始 した

と判 断され る位置 を図2に 点線で示す)か ら12コ マ

目以降においてデ トネーシ ョン波DWが 再開始 した と

考 えられ る.波 面DW上 に乱 れが観察 されるのは,デ

トネー シ ョン波 面がセル構造を伴いなが ら伝 ぱす るこ

とに起 因する.回 折衝撃 波が左右の管壁で反射す る際

にも弱い爆発MEを 生 ずる様子が19コ マ 目以 降で観

察 されるが,先 行するデ トネー ション波 と一体化 して

伝 ぱす る.

図4に 図2と 同時計測 されたP4,P5,P7お よびP8

の測定孔 にお けるイオ ン電 流お よび圧力履歴 を示す.

ス リッ ト板か ら測定孔 までの下流方向距離yに ついて

は図中の表 に示 す.縦 軸 は圧力 を初期圧 で除 した無次

元 圧p/p0,横 軸 はデ トネー シ ョン波 がス リッ ト板 に

到達 してか らの経 過時間tを 示 す.デ トネー シ ョン波

DWはP4,P5の 順 に伝 ぱ しスリッ ト板表面でその一部

が反射 するため,反 射 衝撃波RSがP5,P4の 順 に伝 ぱ

す る.反 射衝撃波 は既燃気体中を伝ぱす るため,反 射

衝撃 波が通過 して もイオ ンプロー ブは反応 しない.デ

トネー シ ョン波 がス リッ トか ら回折 する こ とに よ り,

図2に 示 したよ うに衝撃波 と反応面 に分離する と考 え

られ るが、 図4に お けるP7の 測定孔 では圧力の立 上

が りとイオ ンプロー ブの出力時刻が一致す る.こ れよ

り,P7の 位置 ではデ トネー ション波が既に再 開始 した

と判断 できる.

図5に 図2の シュリー レン写真 と同 じ条件に対 して

得 られたス リッ ト板下流 のす す膜模 様を示す.す す膜

Fig. 2 Sequential schlieren photograph showing re—initiation process from centre below slit—plate, Dotted 

line : Detonation re—initiation point observed by soot track record as shown in Fig. 5, DW : 

Detonation wave, ES : Explosion shock, IP : Intersection point of IS and ES, IS : Incident shock,

ME: Mild explosion, RF: Reaction front (2H2十O2, p0=40kPa, Slit-plate: w=8mm,x=10mm, 

Frame interval: 1μs,Exposure time: 500ns).
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模 様の上部には中心軸か ら左右 に拡が る特徴的 な弧が

描 かれてお り,こ の弧 の内部 には細かいセル模様は観

察 されない.し たがって,こ の弧 は図2に 示すよ うに

2つ の 回折衝 撃波が中心軸上 で干渉す ることによ り生

じた局所 爆発 による衝撃波 と回折衝 撃波の交点IPの

軌跡に相当す る(4).デ トネー シ ョン波は,図2に 示す

よ うに2つ の回折衝撃波が干渉す るこ とによ り中心 軸

上におけ る局所爆発を介 して生 じ,そ の点か らすす膜

上 にはセ ル模 様が形成 され始め る.

3.2　 回折衝 撃 波 と管 壁 の干 渉 に よる再 開 始過 程

図6は,幅w=8mm,間 隔x=5mmの ス リット板 を

用い,供 試気体の初期圧 をp0=30kPaと した場合 の

シュリー レン写真(コ マ間隔:1μs)で あ る.図7に

y軸 方向 における先頭波面 の伝 ぱ速度変化 を示す.図

2と 同様 に2個 の ス リッ トか ら回折 した衝 撃波 どう し

が中心軸上 で干渉 する ことに より局所爆発 を生ず る様

子が6コ マ 目で観察 され,球 状 に拡がる衝撃波ES1が

捉 えられてい る.図7よ り,C-J速 度を超 える速度 で

伝ぱ したデ トネーシ ョン波が回折す ることによって伝

ぱ速度がU～2.2kms-1に 減少す る.デ トネーシ ョン

波が 回折 を開始 してか らの経過時間t～5μsに おいて

伝 ぱ速度 が上 昇する.こ れは,図6の6コ マ 目に示す

よ うに,回 折衝撃波 が中心軸上 で干渉する ことによ り

局所爆発 が生 じ,伝 ぱ速度の高い衝撃波ES1を 駆動す

るためである.衝 撃波の最高伝 ぱ速度 はC-J速 度以上

のVmax～3.4kms-1に 達す るが,定 常 デ トネーシ ョン

波 には遷移せず に減衰 し,V～1.6kms-1程 度に まで

低 下す る.こ れは,供 試気体 の初期圧 がp0=30kPa

と図2に 比較 して低いため反応速度 も低 く,反 応面か

ら繰 出される衝撃波が先行す るデ トネーシ ョン波を補

強する ことがで きず に衝撃波 と反応 面に再度分離す る

ためであ る.図6に おいて も,8～10コ マ 目において

中心軸 上を伝 ぱす る波面DW上 にはデ トネーシ ョン波

特有 のセル構造 が観察 され るが,14コ マ 目では波面

構造に乱れが観察 されないため衝撃波 と反応面 に分離

した と考 え られ る.一 方,2つ の回折衝撃波 および局

所爆発 に よ り生 じた衝 撃波の交 点IPは 左右 に拡 がっ

て伝 ぱ し18コ マ 目以降 において管壁で反 射す る.こ

の過程 において第2の 爆発 を生 ずる様子が23コ マ 目

以降で観察 でき,第2の 衝撃波ES2を 駆動す る.し た

が って,衝 撃波ES2は 先行す る回折衝撃波 面ISと 干

渉 しなが ら伝 ぱす る.

図8に,図6の シュリー レン写真 と同 じ条件 に対 し

て得 られたすす膜模様を示す.ス リッ ト下部の中心軸

Fig.3 Profile of propagation velocity at central axis 

of Fig.2 (2H2＋O2, p0=40kPa, Slit-Plate:

w=8mm,x=10mm).

Fig.4 Profile of ionization aurrent (upper) and 

pressure (lower) measured at P4,P5,P7 and P8 

(2H2＋O2,p0=40kPa, Slit-Plate : w=8mm, 

x=10mm).

Fig.5 Soot track reaord behind slit-plate correspond 

to Fig. 2, IP : Intersection point of IS and ES 

(2H2＋O2, p0=40kPa, Slit-Plate : w=8mm, 

x=10mm).
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上 では,1度 目の局所 爆発に よってセル模様が生 じ始

めるがセ ルサイ ズが大 き くな り消失 す る過程 を示す.

一方
,中 心軸上か ら左右 方向に拡が る点が管壁 と干 渉

した部 分か ら著 し く細か いセル 模様 が形成 され始 め

る.こ の軌跡 は,図6に 示 した交点IPと 対 応 してお

り,IPが 左右 の管壁 で反射 す る ことによ りデ トネー

シ ョン波が形成 され る.さ らに、管壁近傍 で再 開始 し

たデ トネー シ ョン波 は先行 する衝 撃波背後におけ る高

温高圧の未燃気体 中を伝ぱす るため,左 右 か ら中心軸

に収束す るよ うに形 成される帯状部分DSの セルサイ

ズ は著 しく小 さい.こ の実験条件 では,左 右に壁がな

けれ ばデ トネーシ ョン波は再開始 していな い と考 え ら

れ る.

3・3　デ トネーシ ョン波の消炎 過程 図9は,幅

w=5mm,間 隔x=10mmの ス リッ ト板 を用い,供

試 気体の初期圧 をp0=40kPaと した場合 のシ ュリー

レン写真(コ マ間隔:2μs)で ある.ま た,図10に ア

Fig. 6 Sequential schlieren photograph showing re—initiation process from wall of detonation tube, DW : 

Detonation wave, ES1 : First explosion shock, ES2 : Secondary explosion shock, IP : Intersection

point of IS and ES1, IS : Incident shoak (2H2＋O2,p0=30kPa, Slit-plate : w=8mm,x=5mm,

Frame interval : 1μs, Exposure time : 500ns).

Fig. 7 Profile of propagation velocity at central axis

of Fig.6 (2H2＋O2, P0=30kPa, Slit-Plate:

w=8mm,x=5mm).
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軸方 向における先頭波面の伝ぱ速度変化を示す.デ ト

ネー シ ョン波 が回折 する ことによ りス リッ ト角部か ら

生 じる膨張波の影響を受け,デ トネーシ ョン波は衝撃

波ISと 反応面RFに 分離す る様子が4コ マ 目以降にお

いて明瞭 に観 察で きる.図10よ り,デ トネー シ ョン

波 が回折 する ことによ り伝ぱ速度 は減少 し,t～-10μs

においてU～1.5kms-1程 度の値 となる.こ の条件に

おいて も,2つ の 回折衝 撃波が 中心軸 上で干渉す る こ

とによ り局所爆発 が生 じ,衝 撃波ESを 駆動 する様子

が5コ マ 目以降 で観察で きる.し か し,衝 撃波ESの

最高 伝ぱ速度 はC-J速 度の79%程 度に過 ぎない.こ

の局 所爆発 によって生 じた衝撃 波ESの 背後 には反応

面RFが 追従 しているが,衝 撃波 と反応 面 との間 には

反応誘 導距 離が存在 し時間経過 とともに増加 する.衝

撃波ESは 伝ぱす るに したが って減衰 し,後 続 の回折

衝撃 波ISと17コ マ 目において一体化 し衝 撃波CSが

形成 され る.こ の衝撃 波CSは,左 右 の管壁で反射 す

る ことに よ り弱 い局所爆発MEを 生 ずる様子が19コ

マ 目以 降で観察され る.前 述 したよ うなデ トネーシ ョ

ン波の再開始 には至 って いないが,図10に 示 す よう

に中心 軸上の伝ぱ速度 は減少 した後 ほぼ一 定の速 度で

伝 ぱす る準デ トネー ションの状態 であ ると考 えられ る.

図11に 図9の シュ リー レン写真 と同 じ条件 に対 し

て得 られたすす膜模様を示す.す す膜上には回折衝撃

波 と局所爆 発 による衝撃波 の交点 であ るIPの 軌跡 が

形成されるのみであ り,デ トネーシ ョン波に特有 のセ

ル模様は観察で きない.し たが って,こ の条件で はデ

トネーシ ョン波は観察領域 内で消炎 し,衝 撃波 と反 応

Fig. 9 Sequential schlieren photograph showing quenching process of detonation wave below slit—plate, 

CS : Coupled shock of IS and ES, ES : Explosion shock, IP : Intersection point of IS and ES, IS :

Inaident shoak, ME : Mild explosion, RF : Reaation front (2H2+O2, p0=40kPa, Slit-plate : 

w=5mm, x=10mm, Frame interval : 2μs, Exposure time : 500ns).

Fig. 8 Soot track record behind slit—plate correspond 

to Fig. 6, ES1 : Trace of explosion shock, DS : 

Interaction region of detonation with shock 

wave, IP: Intersection pcoint of IS and ES

(2H2+O2,p0=30kPa, Slit-Plate : w=8mm,

x=5mm).
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面に分離 した と考 えられる.

4.　考 察

デ トネー シ ョン波が ス リッ トか ら回折 した場合の再

開始条件お よびス リッ ト板下端 か らデ トネーシ ョン波

が再開始す るまでの距離(再 開始距離 と呼ぶ)を 明 ら

かにす ることは,デ トネー ション波を消炎 させ るのに

有効なス リッ ト板形状お よびス リッ ト板取付 け位置 を

決め る上 で重要であ る.

図12は+2つ の回折衝撃波が中心軸上 で干渉 し局所

爆発に よ り生 じたデ トネー シ ョン波 の最 高伝ぱ速度を

C-J速 度で除 した無次元速度Vmax/VCJと 無次元 スリッ

ト幅w/λ の関係を示す.こ こで,量 論の酸水素混合気

におけ るC-Jデ トネーシ ョン波のセルサイズ λは初期

圧p0の 約1.1乗 に反比例す る ことがデ トネー ション ・

デー タベース(10)より求め られ,供 試気体に対す る代表

寸法 となる(1)(3).図中の●印は2つ の 回折衝 撃波 どう

しが 中心軸上 で干渉す ることによ りデ トネー シ ョン波

が再 開始 した ことを示 し,○ 印は回折衝 撃波が管壁 で

反射 しなければ観察領域内ではデ トネー シ ョン波 が再

開始 しない ことを示す.実 験点 は高速度 ビデオカ メラ

の映像 か ら先頭 波面の位置を読取 ることによ り最 高速

度 を求 めてある.し たがって,デ ー タ点数 が少な くば

らつ きはあ るが,2つ の回折衝撃波が 中心軸上 で干渉

す るこ とによ り生 じるデ トネー ション波の最高伝 ぱ速

度Vは,無 次元ス リッ ト幅w/λ とともに増加 傾向 に

ある.し たが って,供 試気体の反応性が高 く無次元ス

リッ ト幅が大 きいほ ど,局 所爆発 によってオーバー ド

リブンのデ トネーシ ョン波が生 じることを示す.ま た,

w/λ が小 さ く反応性の低い供試気体の場合には局所爆

発 によって生 じるデ トネー シ ョン波の伝ぱ速度 は比較

的小 さ く,後 続す る膨張波 によ り温度 が低下 し続け る

ため,管 壁で反射 しなけれ ばデ トネーシ ョン波が再 開

始 しない ことを示す.

図13は,初 期 圧P0,ス リッ ト幅wお よびス リッ ト

間隔xを 変化させて実験を繰返 した結果 を整理 してあ

り,再 開始距離Driと ス リッ ト幅wの 関係を示す.縦

軸は再 開始距離Driを 管断面 の一辺Lで 除 した無次元

距離Dri/Lで あ り,横 軸 は無次元ス リッ ト幅w/λ であ

る.図 中の●印お よび○印は図12と 同様であ る.図

13よ り,供 試 気体 の反応 性が高 く無 次元 ス リッ ト幅

が大 きい場合の再 開始 距離は短い.ま た,2つ の回折

Fig. 10 Profile of propagation velocity at central axis

of Fig. 9 (2H2+O2,1P0=40kPa,Slit-Plate: 

w=5mm,x=10mm).

Fig. 1 1 Soot track record behind slit—plate correspond 

to Fig. 9, IP : Intersection point of IS and ES

(2H2+O2, p0=40kPa, Slit-Plate : w=5mm,

x=10mm).

Fig. 12 Relationship of non—dimensional maximum

veloaity of detonation wave Vmax/VCJ with 

non-dimensional slit width w/λ(2H2+O2).
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衝撃波が 中心軸上 で干渉す る ことによ りデ トネー ショ

ン波 が再 開始す る条件 はほぼw/λ>1で あ り,デ ト

ネー ション波は管断面の一辺 であるL以 下,す なわ ち

Dri/L<1の 領域 で再開始 する.し たが って,衝 撃波

が干渉す ることによ り局所爆発 を介 してデ トネーシ ョ

ン波が再 開始す るには,個 々の ス リッ トか らセルが1

個以上放 出され,デ トネー ション波が回折す る必要が

あ ることを示す.こ の しきい値は円管を用いて 同種 の

実験 を行 った結 果(12)と一 致す る.な お,実 験 では ス

リッ ト問の距離xも 変化 させ てあるが,xの 違いが デ

トネー ション波の再開始距離 に与 える影響 はス リッ ト

幅wに 比較 し小 さい結果が得 られた.

5.　ま と め

デ トネー シ ョン管 内に2個 の スリッ トを設 けた板 を

挿入 し,ス リッ トか ら回折 して伝 ぱするデ トネーシ ョ

ン波の挙動を調べ る実験 を行 った.得 られ た結果 を以

下 に要約 する.

(1) ス リッ トか ら回折 した2つ の衝 撃波が干渉す る こ

とによ り局所爆発が生 じる様子を シュ リー レン写

真 よ り明 らかに した.供 試気体 の初期圧お よびス

リッ ト板形状の違い によ り,(i)2つ の回折衝撃波

の干渉 によ る局所爆発 によ りデ トネーシ ョン波が

再 開始す る場 合,(ii)回 折 衝撃波 と局所爆発 に よ

る衝撃 波の交点が管壁 で反射す るこ とによって再

開始 する場合,(iii)デ トネーシ ョン波 が消炎す る

場合 について明 らか に した.

(2) 回折衝 撃波 と局所爆発 によ る衝撃波 の交 点が管壁

で反射 する ことによ りデ トネー シ ョン波が再開始

した場合には,デ トネーシ ョン波 は衝撃波面背後 に

おける高温高圧 の未燃気体 中を伝ぱす るため,そ

の領域 内では著 しく細かいセル模様が形成される.

(3) 回折 衝撃波 ど うしが干渉す る ことに よ りデ トネー

シ ョン波が再開始するのはw/λ>1の 条件 である.

この場合,局 所爆発に よ り伝ぱ速度がC-J速 度以

上 であ るオーバ ー ドリブン状態 を介 して デ トネー

シ ョン波が再 開始する.
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